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に「此処ニ一遍上人御開基温泉有リ、一遍上人御影堂」があり、やがて一遍の幼名とされる松寿丸に因んで松寿庵と称し、石風呂（蒸し湯）を管理していた。ただ無住だった 境内墓塔 み と浄土宗鎮西派の僧が住み着いたりしていたこともわかる。本堂にあるくだん 一遍坐像も、印相をみるともとも は法然ないし親鸞もののようである。　
同寺蔵・元治二年丑（一八六五）正月付「請書」によれば、客殿が きた際、本尊薬師の左に 遍像、右に



























とは寺院の通称であり、おもに時衆で用いられる用語 る。一つの被包括法人が複数の包括法人に所属することはありえず、宗教法人郷照寺は 宗に包括 ている。つまり宗旨が時宗・真言という は自称にすぎない。浄土系の時宗に当然ながら厄除けを行う教理も修法も存在しない。寺に空海の伝承があって霊場に包摂されたために、時宗や一遍では く真言宗や空海を前面にうちだすようになった であろう。　
四国は時宗が弱く（四県でわずか三箇寺） 、当寺も明治二十年（一八八七）までは無檀寺院であったという
























































































































旧跡吉水草庵／慈圓山安養寺」と書かれた石柱があり、その隣に「法然上人念佛宣揚の地（三十数年間止住）／親鸞聖人御入信 地／吉水草庵」と墨 さ 木札もならぶ。さら 数メートル進んだ門には「法然親鸞両上人／（※紋章）吉水草庵」と書かれた提灯が両側に吊 れている 紋章は時宗宗紋「隅切り三」だがほとんどの人の知るところではあるまい。階段を上がると本堂があり中は常に開放されている。内陣正面に「吉水草庵」と大書した墨蹟が掲げられて る。揮毫したのは真宗大谷派
二十三世法主
大谷光演（一八七五～一九四
三）である。その脇にも柱に『正信偈』から抜萃 「選擇本願弘惡世」 「常覆眞實信心天」の一文が刻字されて両側に提げられている。本尊は法然の念持仏だっ いう阿弥陀如来三尊で 脇壇向かって右に法然と左に慈円・親鸞 木造坐像が安置されている。親鸞像 昭和十四年（一九三九）作製で「信決定御満足 像」と称している。これらはこ 寺が浄土宗か真宗の寺ではないかとの印象を参詣者に与える。市が建てた門前の木製案内板で細かい文字を熟読 なければ、ここが時宗 あると気づくことは い。　
また参道両側には狭隘な近世・近代墓地が展開するが、墓石をみると真宗の釈号や浄土宗鎮西派の誉号が目


































































































































































































































































































































































































































宗法灯派祖）への参禅譚がある（大覚禅師とする⑬はその派生形カ） 。念仏聖が禅僧に屈した例として広く流布させられたようであり、かなり人口に膾炙していた。史実ではありえ い説話 造作されたのである。　
他宗祖師の信仰を利用した例とはやや異なるが、他宗派の名刹門前にわざわざ寺院を構える新仏教寺院は少













やもしれぬ。ご寛恕いただきたい。いざ調べ始めると、類例が厖大にみつかる気配に狼狽した。そこであくまで筆者の専業とする時衆や浄土系を中軸に据えること した。その浄土系で 、親鸞ゆかり 日野法界寺（真言宗醍醐派別格本山・京都市伏見区）と
日野誕生院（浄土真宗本願寺派） 、石山寺（東寺真言宗・滋賀県大津
市）の蓮如堂のことなど、まだまだ紹介しきれ いない。　
最後に、古賀克彦、常磐井慈裕、細川武稔、湯谷祐三、安養寺 田中明光） 、市川歴史博物館（菅野洋介） 、





 小野澤眞『中世時衆史の研究』 （八木書店・二〇一二年） 、六三七頁。宗教活動を思想営為としてではなく経済行為として捉え、寺家を公家・武家とならぶ経済セクターとみる歴史学の視座を提示した。
（２）
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